
伝
承
活
動
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
豊
富
な
知
識
と
経
験
を

持
つ
高
齢
者
の
方
々
か
ら
、
民

俗
行
事
の
由
来
を
聞
き
、
参
加

者
が
一
緒
に
行
事
を
体
験
し
な

が
ら
、
民
俗
行
事
に
込
め
ら
れ

た
先
人
の
願
い
や
知
恵
を
学
び
、

後
世
に
伝
承
し
語
り
継
ぐ
こ
と

で
、
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ

と
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
流
し
び
な
行
事
や

佐
治
谷
ば
な
し
、
酒
津
の
ト
ン

ド
ウ
（
県
指
定
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
）
な
ど
の
伝
統
行
事
が

継
承
・
発
展
さ
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
文
化
の
継
承
を

　

本
市
で
は
、
公
民
館
を
中
心

に
、
地
域
の
実
情
に
則
し
た
特

色
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
涯
学
習

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
新
市
域
で
は
、
先
人
の

業
績
の
顕
彰
や
、
伝
統
文
化
、

生
活
文
化
の
継
承
・
発
展
を
目

的
と
し
た
取
り
組
み
が
積
極
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
河
原
町
で
は

年
間
を
通
じ
て
、「
端
午
の
節

句
」
や
「
釜
焼
き
」「
七
草
が
ゆ

と
鳥
追
い
」
な
ど
の
民
俗
行
事

が
あ
り
誇
り
の
も
て
る

　20
万
都
市
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

夢・広域交流観光の展開

・情報先進都市の実現

・環境先進都市の実現

・人材誘致・定住対策の促進

・人権尊重都市の実現

・防災・防犯対策の強化

・子育て・教育先進都市の実現

・地域文化の振興

・新たな農林水産業の振興

・地域に根ざした商工業の振興

・生涯健康都市の実現
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流しびな行事（用瀬）

問い合わせ先　市役所

地域文化の振興
輝く新市域を振り返る

　本市は平成 16 年 11 月の市町村合併以降も、特色ある地域づくりの推進と市民サービス
の向上に努めています。それらを合併当初に掲げた「夢があり誇りのもてる 20 万都市づく
りビジョン」の 11 の項目に沿ってシリーズで紹介します。今回のテーマは「地域文化の振興」
です。

第二庁舎文化財課　　　  0857-20-3367
本庁舎文化芸術推進課　  0857-20-3226

市立中央図書館　　　　  0857-27-5182

生涯学習課 ( 文化センター内 )  0857-20-3363



蔵
書
及
び
貸
出
デ
ー
タ
の
管
理

を
一
元
化
し
、
１
枚
の
貸
出
カ

ー
ド
で
、
ど
こ
で
借
り
て
ど
こ

で
返
し
て
も
よ
い
シ
ス
テ
ム
を

実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
図
書

館
か
ら
離
れ
た
地
域
へ
は
、
５

台
の
移
動
図
書
館
車
を
巡
回
し
、

新
市
全
域
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
、
蔵
書
の
検
索
と
予

約
が
24
時
間
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

も
提
供
し
て
お
り
、
予
約
さ
れ

た
資
料
は
お
近
く
の
サ
ー
ビ
ス

ポ
イ
ン
ト
ま
で
お
届
け
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
よ
り
き
め
細

か
な
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
、
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
る

図
書
館
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

重
」「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
文
化

芸
術
を
享
受
で
き
る
環
境
整
備
」

「
地
域
の
伝
統
に
培
わ
れ
た
文
化

芸
術
の
保
護
・
発
展
」
の
３
つ

を
基
本
理
念
に
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
本
年
度
で
は

７
月
、
市
民
会
館
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
い
利
用
者
の
利
便
性

を
高
め
ま
し
た
。
ま
た
県
と
一

緒
に
「
マ
ン
ガ
王
国
と
っ
と
り
」

を
推
進
し
、
そ
の
一
つ
と
し
て

本
市
出
身
の
漫
画
家
谷
口
ジ
ロ

ー
原
画
展
を
11
月
に
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
そ
ら
」
で
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
数
年
に
わ
た
り
「
鳥

の
劇
場
」
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

芸
術
に
触
れ
る
機
会
と
と
も
に
、

そ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
い
っ
た

成
果
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
民
俗
行
事
は

全
市
域
各
地
で
見
直
さ
れ
、
生

涯
学
習
事
業
と
し
て
取
り
組
ま

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
市

民
が
伝
統
文
化
に
理
解
を
深
め
、

愛
着
や
誇
り
を
持
つ
こ
と
に
よ

り
、
本
市
の
地
域
文
化
の
振
興

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
化
芸
術
活
動
を
活
発
化

　

文
化
芸
術
の
推
進
は
、
市
民

の
一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に
過

ご
し
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
う
え
で
重
要
な
柱
と

な
る
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
、
合
併
後
の
芸
術

文
化
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た

め
平
成
21
年
４
月
に
「
鳥
取
市

文
化
芸
術
振
興
条
例
」
を
施
行

し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、「
自
主
性
の
尊

　

こ
の
よ
う
に
、
芸
術
文
化
活

動
が
活
発
化
す
る
こ
と
で
、
個

性
あ
る
地
域
文
化
の
創
出
と
賑

わ
い
を
生
み
出
し
、
市
民
が
豊

か
な
心
と
地
域
へ
の
誇
り
と
愛

着
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

文
化
財
の
保
存
活
用

　

文
化
財
は
市
民
共
有
の
財
産

で
あ
り
、
そ
の
保
護
を
目
的
と

し
て
、
国
の
指
定
43
件
、
県
の

指
定
96
件
、
市
の
指
定
１
３
５

件
、
合
計
２
７
４
件
が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
に
「
旧
美
歎
水
源

地
水
道
施
設
」
が
国
の
重
要
文

化
財
に
、
平
成
20
年
に
は
、「
青

谷
上
寺
地
遺
跡
」
が
国
史
跡
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、「
史
跡
鳥
取

城
跡
附
太
閤
ヶ
平
」「
史
跡
栃
本

廃
寺
跡
」
と
同
様
に
整
備
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
鳥
取
市
歴
史
博
物
館

（
や
ま
び
こ
館
）
な
ど
の
展
示
施

設
で
は
、
幅
広
い
年
齢
層
の
市

民
を
対
象
と
し
た
展
示
を
行
い
、

郷
土
の
文
化
財
に
ふ
れ
あ
う
機

会
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
貴
重
な
文
化
財
を
後

世
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
管
理
体

制
と
積
極
的
な
保
存
活
用
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

き
め
細
や
か
な
図
書
館
サ

ー
ビ
ス

　

中
央
図
書
館
は
平
成
17
年
５

月
、
駅
南
庁
舎
へ
移
転
開
館
し
、

用
瀬
・
気
高
の
２
つ
の
地
域
館

と
中
央
公
民
館
図
書
室
６
室
を

合
わ
せ
た
３
館
６
室
で
運
営
し

て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
に
は

鳥の劇場（鹿野）

佐治谷ばなし（佐治）

ささまきづくり（河原）

絵本の読み聞かせ（用瀬）

旧美歎水源地水道施設（国府）

青谷上寺地遺跡（青谷）

砂神太鼓（福部）

酒津のトンドウ（気高）
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